
宍道湖および斐伊川河口域の小河川で見られた水生植物

Aquatic plants found in Lake shinji and some smaⅡ rivers located

nearby the mouth of the River Hii

Abstract

This paper describes the result of observation on the distribution of aquatic plants in

Lake shinji and in some sma11 rivers located nearby the mouth of the River Hii,

Shimane prefecture. The observation was done during 1983 and 1985, and a total of 11

and 22 Species excludin宮 emer8ent plants 、vere found in Lake shinji and in rivers,

respectively.

國井秀伸、

Hidenobu KUNⅡ

1.はじめに

筆者は]983年よ1)山陰地方での水生植1辧R

* 理学部生物学教室

の調査を開始し,現在松江市近辺の水生植物

目録を作成中である.宍道湖およぴ湖に連絡

する斐伊川河口域のいくつかの小河川中に生

育する水生植物についても3年間の観察を行

つたので,ここにその結果を報告する.また
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観察を行った河川のうち5河川においては水

質分析も行ったので,ここに合せて報告する.

Π.観察地点および観察方法

観察地点をF喰.1に示す.宍道湖内26地

点,河川N地点の計40地点において観察を行

つた.観察地点は湖内では主に舟着場や砂の

ナ餅責した岸とし,河川では県道23号斐川一畑

大社線の通過する橋下付近とした.

観察期間は湖内では1983年8月を中心とし

て,続く2年間に補足的な観察を行った.河

川での観察は]983年に予備調査を行い,続く

國井 伸

2年間に本調査を行った.水質の分析は1984

年8月27日に行った.

観察方法は,宍道湖では各地点に生育する

水生植物および岸に打ち上げられていた植物

を記録し,河川では僑を中心に土手沿いを

歩いて河川中に生育する植物を記録した.な

お抽フM直物やt昼生植物は今回の観察の対象外

としたが,植1勿f本か沈水していた場合には記

録することとした.水質分析については既に

松江市近辺のため池の水生植物について発

表したものDに詳しいのでそれを参卵、された

Table l

Spec】es n丑me

Sparg且乃】aceae

Spar宮aηル机 j盆"al Graebn

Potamogetonaceap

P0ιa打10get0π a"gaι11aれUS Koidz

. C?'1SPUS Llnn
P. dlSιmCιUS A. Benn

所a la laηυS MlqP.

P. 勿a la m0ιdιS Mjk l

P. OC ιaれd,'us po ir

P. Oxvphy11US Mlq
Na]adaceae

Na/aS 机afma Lmn
Zosteraceae

ZOSιel'a れaπO Roth

A11Smatace丑e

Sa8ιtιa rla tデ1f01ιa Llnn

Hydrocharltaceae

三gerιa deπSa planch
Elodea πUtta ιhl( planch.) s t . John

Hgd rι11a ve rιιC ι1ιヨ m ( L inn. f 11.) C 丑S P

HgdroCん丑rιS dubla ( Blume) Backer
Otιeha ahS打10ιdes(Linn.) per$
Va 11ιSn e fιa as la hca Mlk l

Lemnaceae

Splrodιla poly7h12a(Linn.) schleld

ιe"1n丑 PauCιCostat丑 Hege]m

Nymphaeaceae

/vuphaf /ap0れιCU"1 DC

CeratoP11y]1aceae

Ce Ta tophy11U力l de打le?'SU刀I L l nn
Trapaceae

Tテapa spp

Menyanthaceae

Ny肌Pholdes pe na ね( cmel.) 0. Kuntze
Ricc iaceae

R比m π伽ね"S Lion
ChaTaceae

Cha,'a sp

List of aquatic plants. found in Lake
Shinji and some sma11 rivers located
nearby the mouth of the River Hiio〕
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ミクリ 11

・、,・フトミクリ

ヒルムシロ科

オオササエビモ

エビモ

ヒルムシロ

ササ,くモ

アイノコヒルムシロ

ホソバミズヒキモ
ヤ十ギモ

イバラモ科

イバラモ

アマモ科
コアマモ

オモダカ科
オモダカ

トチカガミ科

オオカナダモ

コカナダモ

クロモ

トチカガミ

ミズオオハコ

セキショウモ

ウキクサ科
ウキクサ

アオウキクサ

スイレン科

コウホネ

マツモ科
ーフツモ

ヒシ千斗

ヒシ属
ミツガシワ科
アササ

ウキゴケ科

ウキゴケ

シャシクモ科

シャジクモ属

L. shlnji

Ⅲ.結果と考察

Tab}e 1は今回の観察結果

をもとに作成した水生植物目録

である.少くとも25種力觀察さ

れた.湖内ではⅡ種が見出され,

河川では総計22種が生育してい

た.湖内で観察したⅡ種のうち

現場での固着生育をi忍、めたもの

は8種であり,ウキクサ,アオ

ウキクサ,ヤナギモについては

河川から流されてきた可能性か

高いと思われた.固着していた

8種のうち,セキショウモ,オ

オササエビモ,コアマモの3種

は湖内でのみその生育か観察さ

れた.

宍道湖内各地点での水生植物

の在・不在を示したのがT北le

2である.各地点における観察

種数は最高5種であり,26地点

中9地点では植物か観察されな

かった.地点番号1から13まて

は湖の北岸にあり,全"舶勺に湖
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Table 2 Presence(十)/absence(ー) of each
aquatic plant in different 26 Sites
Of Lake shinji

宍道湖および斐伊川河口域の小河川で見られたフk生植物

Sh】n]】ko ohashi

Matsue sP丑
Nada

Nada ( port)
N IS111hamasada

Otsuka

Nagae
Aika

Okamoto Rlver

Takanomlya
1' sunonlorl

Inonada

S ono( water gate)
S h6、va shlnderl

S hinji lkku

S11mji Rokku
Nishiklmachi

K imachl R iver

Hamanlshi

H lg丑$hiklmachl

Kag丑mi

Torigasakl
YumaC11ibana

Fujina

Nishlyomeshima
Matsue 011ashl

1 1

南岸に比べて観察種数は少なか

つた.湖内で最も頻繁に見られ

た種はエビモであり,オオカナ

ダモ,ササバモがこれに続いた

が,オオカナダモは新建川河口

の昭和新田以外ではすべてキレ

モとして観察されたものである.

汽水域に生育するコアマモは松

江大橋から辛斤大橋にかけて,水

深が浅く砂碑煩である川の北側

にパッチ状の群落を形成してい

た.

各河川における水生植物の在・

不在を示したのかTable3であ

る.全く植物の見られなかった

湯谷川、およぴ出現数か'4種と

Frequency

1

Table 3

11 8 6

Presence(十)/absence (ー) of each aquatic plant in some
Sma11 rivers located nearby the mouth of the River Hii

3 3

Yuya(1roh丑)
S annoh( sannoh)

Funa( sotoshima)

Ronden ( noodgate)
Ronden( Ronden)

G unzaka】( H irakawa)

Gakut6ya ( cakut6ya)
Ma"Z6ji(shin-eD
Goemon ( H lnode)

Amba( Amba)

Te"jin(Tenjinshimo)

Takase( Tekasegawa)
S hindate ( S116bara)

S hindate ( rlver mouth)

2 3 1 1 1 1

*;ただし,上流部の平田町付近て

はオオカナダモが大繁茂し,エ

ビモ,マツモ,ササバモ,气,ナ

ギモ,トチカガミなど多数か生

育していた.

Frequency

1986年3月

13 11 11 ]0 9 9 9 8 7 7
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少なかった新建川を除くと,一河川当り平均

]叶重の水生植物か生育していた.オオカ十タ

モか最もよく出現し,ササバモ,マツモがこ

れに続いた.なお,表中のササバモについて

はヒルムシロとの中問型を示すアイノコヒル

ムシロと思力れるもの(角野康郎氏私信)も

含んでおり,コカナダモ,シャジクモは山王

川桜の水田の側溝中で観察したものである.

今回調査したすべての河川は流れか緩かであ

つたため一沈水植物のほか浮葉植物のアササ

やトチカガミ,そして浮漂植物のウキクサ類,

もよく観察された.参考のため,これら河川

のうちの5河川での水質分析結果をTable4

に示す.

宍道湖の水生植物については,今回の観察

以前に行われた2つの調査の報告書中でも表

示されている田心.このうち]962年に出され

た報告書には3種の抽7M直物(ヨシ,マコモ,

ヒメガマ)と7種の沈7M直物(エビモ,ホサ

キノフサモ,ヒロハノエビモ,ササバモ,セ

キショウモ,コアマモ,アマモ)およびシャ

ジクモがあげられている(大型藻類を除く).

今回の観察ではこのうちホザキノフサモ,ヒ

國井 伸

ロハノエビモ,アマモは見られなかったが,

新たに沈水植物のオオカ十ダモ,ヤナギモ,

オオササエビモ,マツモ,浮菜植物のヒシ,

浮漂植物のウキクサ,アオウキクサか見出さ

れた.また,1984年に出された報告書には浮

葉植物2種(ヒシ,オニビシ),沈水植物11

種(ホザキノフサモ,フサジュンサイ,オオ

力十ダモ,イバラモ,トリゲモ,イトモ,エ

ビモ,ササエビモ,ササバモ,ヤナギモ,ポ

ウアオノリ),浮漂植物3種(ウキクサ,ア

オウキクサ,トチカガミ)の計1研重があげら

れている(このうちボウアオノリは藻類であ

り,イトモはホソバ'ミズヒキモの誤1)と思力

れる).今回の観察ではこのうちホザキノフ

サモ,フサジュンサイ,トリゲモは見られな

かった.

宍道湖および斐伊川河口域の小河川に生育

する水生植1辧口の現況は,今回の観察により

ほほ明らかになったと言えよう.しかし,上

述のように今回確認できなかった種もいくつ

かあるので,今後も観察を継続し,目録をよ

り完全なものにするg要がある.

湖内と河川中での植物の生育状況を↓畔交し

Tab]e 4

Depth(m)

PH

Conductivity (μmhos)

COD(mg KM"0'/D

F、COD ( m底 KMno'/D

PO'・P (μg/1)

Alka]inity (meq/])

Chl. a (μg/D

Na(m宮/D

K (m創1)

Ca(mg/1)

M目(m旦/D

Mn(m8/D

Fe(m目ノD

V.S.of $oi](%)

Sampled on 27 AU又Ust 1984＼配ater qua]ity of five rlvers

Ronden

].2

6.6

Ⅱ8

4.フ

3.0

フ.5

0.55

].98

8.50

2.58

フ.12

2.66

0.25

0.]6

Gunzakai

0.5

6.4

200

8.1

6.2

0

0.97

1.89

26.48

4.14

13.56

5.17

].74

0.15

8.フ

Rlver name

Gakut6ya

0.2

6.4

200

5.9

5.5

1.5

0.88

0.57

19.84

4.00

12.30

5.14

1.22

0.17

8.8

Takase

フ.0

151

8.9

フ.6

33.0

0.72

1.00

9.42

3.78

10.48

3.33

0.19

0.22

1.4

Shlndate

0.95

9.2

165

8.]

フ.6

23.5

0.65

2.82

6.46

3.26

8.72

2.40

0.10

0.24
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た場合,河川中に比べて湖内での生育種数か

極端に少ないことがわかった(Table l).

現存量の調査は行わなかったものの,量的に

も湖内での大繁茂は見られなかった.なぜ湖

内で水生植物が多く生育できないかについて

は,自然的要因として,住浮節風や台風によ

る波浪の景解を受けやすく,水生植物帯が形

成されにくいこと,佗船岸帯の底質が砂質で

植物が固着しにくいこと,(3吐盆分濃度力吐盆素

イオン量で平均],000~2,oooppm と高いこ

と等があげられる.また,人為的要因として,

(1)コンクリート1董岸によるヨシ帯,沿岸帯の

破壊があったこと, a)シジミ漁、を主とする底

質の1躯Lがあること等かあげられる.宍道湖

内で固着生育していた8種の水生稙物(オオ

ササエビモ,エビモ,ササバモ,コアマモ,

オオカ十ダモ,セキショウモ,マツモ,ヒシ)

のうち,舟着場や河口付近以外の,波の景郷を

受ける岸に固着生育していたのはエビモ,サ

サバモ,セキショウモ,コアマモの4種であ

り,これらはいずれも一年を通じて固着器官

としての地下茎を発達させている植物である

ことは示唆的である.

宍道湖および斐伊川河口域の小河川で見られた水生植物
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